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　　20092009年３月期年３月期 第２四半期の第２四半期の決算決算概況　概況　



０８/０９ ０７/０９ 増減 前年同期比 (参考)
2008年４月時点見通し

売上高 ３，８４６ ３，６９２ ＋１５３ １０４％ ３，８５０

売上総利益 ３９０ ３８７ ＋３ １０１％ ４０９

販売管理費
(うち年金数理計算上の差異）

▲３０１
（▲１０）

▲２８０
（▲１）

　　▲２０ １０７％
▲３０３

営業利益 ８９ １０６ ▲１７ ８４％ １０６

経常利益 ９８ １１６ ▲１８ ８５％ １１１

四半期純利益 ５７ ▲６ ＋６３ － ６５

１株当たり四半期純利益 ４４円３８銭 ▲５円００銭 － － －

１株当たり配当金 ８円 ０円 ＋８円 － １０円

2009年３月期 第２四半期決算概要
　　4.0％増収ながら、 年金数理計算上の差異の影響や国内製造子会社などの不調　
　　により営業利益は16％減益　

　　第２四半期連結決算の概況　　
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（単位：億円）
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国内 海外 海外比率（億円） （％）
（億円）

売上高　3,846億円 　前年同期比　153億円増加（うち海外売上47億円増加）　
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(3,692)
(3,430)

(3,078)

海外売上の向け先別内訳

　　　　地地　域　域 （（ 国国 内内 ・・ 海海 外外 ）） 別　売　上　別　売　上　高高　　　　

(3,846)

05/09 06/09 07/09 08/09

北米を除いた北米を除いた地域地域で売上成長を達成で売上成長を達成するもするも、、海外比率海外比率はは43.443.4％％→→442.92.9％％と横ばいと横ばい

１）北東アジア（グレーターチャイナ）
・中国・華南地域の化成品及び、自動車関連の合成樹脂拡大

・香港・台湾地域のプリンター・複写機など電子機器用途の合成樹脂の伸張
・香港における電子機器関連の部材加工は減少

２）東南アジア（アセアン）
　・為替が円高で推移した影響もあり売上は横ばい

３）北米、欧州・ほか
　・北米は為替が円高で推移した影響もあり売上減少、欧州はＮＧＨ（ナガセヨーロッパ）で売上増加
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事業セグメント別の売上概況 (前年同期比較）

化成品 ＋ 101 億円 （108％）

　　■ 液晶関連材料の販売が大きく拡大　
　　■ 有機合成原料を幅広く取扱うスペシャリティケミカル事業が堅調
　　■ 樹脂原料・添加剤関連などは値上げの影響により売上増加

合成樹脂　＋ 80億円 （106％）
　　■ 円高で推移した為替の影響を受けアセアンでの売上が減少
　　■ 香港・台湾を含むＧチャイナでの売上は増加
　　■ 国内の精密機器・電子機器用途、建材・包装資材用途の売上が減少
　　■ 自動車関連用途の販売は好調を維持

電子　▲39億円 （95％）
　　■ 研磨材関連が引き続き拡大
　　■ ナガセケムテックス㈱製の薬液や変性エポキシ樹脂等の販売は増加
　　■ ＬＥＤ関連部材の組立ビジネスが前年を下回る

ライフサイエンス　＋ 14億円 （105％）
　　■ 医薬品中間体等を中心に売上が伸長
　　■ ビューティケァ事業、酵素関連の売上は横ばい

その他　　▲ 2億円 （74％）
　　■ 前期にDVDプレーヤー等を自主回収し販売を停止したため売上大幅減

売上高のセグメント別増減内訳
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07/09 08/09

　　事事 業業 セセ ググ メメ ンン トト 別別 売売 上上 高高　　
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　390億円　３億円増加　前年同期比 100％　公表比 96％

　　事事 業業 セセ ググ メメ ンン トト 別　別　 売売 上上 総総 利利 益益　　

07/9 08/9

事業ｾｸﾞﾒﾝト別 売上総利益概況 (前年同期比）

　

　化成品 　　　　　 　　＋ 6億円 （106％）　　　　　

　合成樹脂　　　　 　　▲ 7億円 （94％）

　電子　　　　　　　　 　　＋ 4億円 （104％）　　

　ライフサイエンス　　　▲ 0億円 （99％）　　　

　その他　　　　　　　　　＋ 0億円 （104％）

　387 　390
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営営 　　業業 　　利利 　　益益　　

＜事業セグメント別 営業利益＞ ＜所在地別 営業利益＞
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　89億円 前年同期比83.8％　17億円減少　



（単位：億円）＜営業外損益＞

その他

金融収支

92%▲0109営業外損益

6
2

０８/０９

7
2

０７/０９

▲0
▲0 

増減

90%
98%

前年同期比

＜特別損益＞

　　営営 業業 外外 損損 益益 ・・ 特特 別別 損損 益益　　

▲23１その他

▲143143－商品自主回収関連費用

▲1451461特別損失

投資有価証券売却益

固定資産売却益

▲26260特別利益

0

0

０８/０９
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0

０７/０９

▲26
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増減

（単位：億円）
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経　常　利　益 ： 98億円 前年同期比84％　17億円減少　

（億円）

四 半 期 純 利 益 ： 57億円 前年同期比63億円増加　

営業利益 経常利益 四半期純利益

　　経経 常常 利利 益益 ・・ 四四 半半 期期 純純 利利 益益　　
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（単位：億円）

　　主主 なな 貸貸 借借 対対 照照 表表 のの 増増 減減　　

▲６８４７８その他固定資産

＋２６６６９退職給付引当金▲２３３３１無形固定資産

＋０７６７６少数株主持分

(+0.3 %)（47.8%）（48.1%）（自己資本比率）

▲５５２０５１５０評価・換算差額等

▲２５３商品自主回収引当金＋４４２９４３４棚卸資産

▲７３４，１９８４，１２５負債及び純資産合計▲７３４，１９８４，１２５資産合計

＋０１２新株予約権

（▲ ０）（▲５３ ）（▲ ５３）（うち自己株式）

＋３５１，８００１，８３５株主資本

▲２７１１８９１その他固定負債▲５２６２５５７２投資有価証券

＋４５８９１３５長期借入金＋１４３５８３７２有形固定資産

▲１３２４１２２７その他流動負債▲１７１１３９６その他流動資産

▲６１２４３１８２短期借入金▲１４２，３１８２，３０３受取手形及び売掛金

＋３１，３４８１，３５１支払手形及び買掛金＋１２３４２３５現金及び預金

増減０８/０３０８/０９《負債及び純資産》増減０８/０３０８/０９《資産》

　　　投資有価証券減少　投資有価証券減少▲５２億円（▲５２億円（時価評価額の減少）と評価・換算差額等の減少時価評価額の減少）と評価・換算差額等の減少▲５５億円▲５５億円
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（単位：億円）

　　キキ ャャ ッッ シシ ュュ ・・フフ ロロ ーー のの 状状 況況　　

２５１

３２

７６

▲１２

▲５１

０７/０９

　

短期借入金の減少 　　　 　　　 ▲６６億円

長期借入による収入 　　　　　 　 ５０億円

配当金の支払 　　　　 ▲２１億円　等により

有形固定資産の取得　　　 　　▲５３億円

その他　　　　　　　　　　　　　 ▲　８億円　等により

税前利益 　　　　　　　　 　 ９７億円

減価償却費　　　　　　　　　　　 　 ２５億円

運転資金 　　　１３億円

法人税等の支払額 　 ▲４３億円　等により

主な内訳　

１　
現金及び

　　現金同等物の増減

２３５　
現金及び

現金同等物の四半期末残高

▲４０　
財務活動による

　　キャッシュ・フロー　

▲６２　

投資活動による

　　キャッシュ・フロー

　１２１　

営業活動による

　　キャッシュ・フロー

０８/０９　

法人税等の支払等があったが、税金等調整前四半期純利益等により営業キャッシュ・フローは１２１億円の増加。法人税等の支払等があったが、税金等調整前四半期純利益等により営業キャッシュ・フローは１２１億円の増加。

有形固定資産の取得等により投資キャッシュ・フローは６２億円の支出。有形固定資産の取得等により投資キャッシュ・フローは６２億円の支出。

長期借入金による収入があったものの、短期借入金の減少や配当金の支払等により４０億円の支出。長期借入金による収入があったものの、短期借入金の減少や配当金の支払等により４０億円の支出。
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（単位：百万円）

55%17558%19494%16,643ナガセシンガポール

海外 88%49281%655109%17,571ナガセタイランド

76%51679%66789%36,487長瀬香港有限公司

135%67122%110113%7,585長瀬カラーケミカル

127%60120%111101%7,215ナガセケミカル

672%39212%59104%7,504ナガセプラスチックス

販売
会社

53%8329%5399%3,449東拓工業

83%57070%939101%13,527ナガセケムテックス
製造
会社

-4,77790%3,191104%264,550長瀬産業　単体

前年
同期比

四半期
純利益

前年
同期比

営業利益
前年

同期比
売上高社　　名

　　主主 なな 連連 結結 子子 会会 社社 のの 業業 績績　　
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　　20020099年年３月期業績３月期業績見通し見通し
および中期経営計画「および中期経営計画「WIT2008WIT2008」」進捗　進捗　



（単位：億円）
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　　20092009年年３月期　業３月期　業 績績 見見 通通 しし　　

　

９０%１００▲ ４０１３０９０当期純利益

１７円

２４８

２３０

８０５

７，６４７

０８／０３
実 績

９４%▲４円２０円１６円１株当たり年間配当金

７９%▲ ２５２２０１９５経 常 利 益

７８%▲ ３０２１０１８０営 業 利 益

９９%▲２３８１９７９６売上総利益

１０１%０７，７００７，７００売　上　高

前 年 比
4/30発表
との増減

2009年３月期

（4/30見通し）

2009年３月期

(第２四半期
時点見通し）



（単位：億円）
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　　20092009年年３月期　事業セグメント別売上高見通３月期　事業セグメント別売上高見通しし　　

７，７００　

１７　

５９８　

１，５９５　

２，７７０　

２，７２０　

2009年３月期

（4/30見通し）

１０１％　７，６４７　７，７００　合　計

１０３％　１９　２０　その他

１０１％　５６４　５７０　ライフサイエンス

９７％　１，６３８　１，５９０　電　子

９９％　２，７４６　２，７２０　合成樹脂

１０５％　２，６７８　２，８００　化成品

前年比
2008年３月期

（実績）

2009年３月期

(第２四半期
時点見通し）



ＷＩＴ２０００　ＷＩＴ２０００　ＷＩＴ２０００　 　　ＷＩＴ２００８　　　ＷＩＴ２００８　ＷＩＴ２００８　　　ＷＩＴ21　　　ＷＩＴＷＩＴ2121　　
　経営基盤変革

　グループ経営開始　

　拡大･強化　　拡大･強化　

　事業方向性の明確化　

　事業基盤の強化

　経営基盤の強化

　体質強化

　ナガセらしさの継承

　事業ポートフォリオ戦略の深化　

　変　革　　変　革　 　推　進　　推　進　

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

01/03 02/03 03/03 04/03 05/03 06/03 07/03 08/03 09/03予
0

50

100

150

200

250

売上

営業利益

（億円）

7,013億
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216億
230億

180億
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　　中期経営計画中期経営計画 「「WIT2008WIT2008」」 の位置づけの位置づけ　　

　 ← 3 0 0 億 円 → 　　 ← 2 3 7 億 円 → 　　 ← 2 0 2 億 円 → 　投資額

（億円）
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ポストポスト「「WIT2008WIT2008」」に向けてに向けて

技術情報商社としてのナガセのDNA
～ スペシャリティのある特異な専門商社 ～

事業の選択と集中
～ 強みを発揮できる分野の徹底的な問い直し ～

事業ポートフォリオの深化

研究・開発機能

マーケティング機能　　 　製造・加工機能

トレーディング機能
（従来型の商社機能）

連結体制による協業強化

次世代事業のコア技術に向けて次世代事業のコア技術に向けて

R&Dセンターの成果を活かし ポスト「「WIT2008WIT2008」」 の展開へ



ナガセナガセＲ＆ＤＲ＆Ｄセンターセンターの取組みの取組み　　
　　～～ 次世代事業のコア技術に向けて次世代事業のコア技術に向けて～～　　

テクノロジーオフィサー

研究開発センター
センター長

森脇　雅史



現在の現在の活動内容活動内容

　　・主要技術 ： 有機合成技術、微生物バイオ利用技術、有用天然物素材の開発技術

　　・ターゲット ： 医薬品・医薬中間体のプロセス、食品、酵素、化粧品、健康食品

　　・研究陣容 ： 約50名

　　・研究開発費 ： 約10億円（グループ全体の研究開発費の1/3を担う。2008年3月期実績）
　　・知的財産権 ：

21

ナガセＲ＆Ｄセンターの概要ナガセＲ＆Ｄセンターの概要

ナガセＲ＆Ｄセンター
（神戸ハイテクパークに立地）

40
253

累計（～2008年３月期）

1
13

2008年３月期

112901特許権

6119249出願公開

海外国内海外国内

開所開所 ：： 19901990年４月年４月

　　・長瀬産業本体に研究開発拠点を立上げ　

開所開所の目的の目的

　　・先導的な技術開発により、グループの総合力を
　　　活かしたビジネス創造の基点となる



マーケティングと開発営業

・内外拠点と顧客基盤、
　仕入れ先の情報による
　テーマ探索と営業

22

ナガセＲ＆Ｄセンターの特徴／強みナガセＲ＆Ｄセンターの特徴／強み

研究開発方針研究開発方針

　　・ユーザーへの技術ソリューションの提供

　　・ナガセ主導型事業（グローバルニッチ、トップシェア） の開拓

グループグループ協業協業体制体制 ：： 【【 情報情報 】】 ×× 【【 研究開発研究開発 】】 ×× 【【 製造機能製造機能 】】のの三位一体の強さを発揮　三位一体の強さを発揮　

【 研究開発 】
R&Dセンター

【 情 報 】

ナガセの内外拠点

【 製造機能 】

グループ製造会社
製品化への多様な選択肢

・グループ製造会社との協業

・他社への技術移転

グループ内外との協業

・グループ製造会社（ナガセケムテックス㈱）等
・仕入先、顧客、大学・研究機関

科学技術の発展への貢献科学技術の発展への貢献

　　長瀬科学技術振興財団にて研究助成

　　（研究助成311件、約8億2千万円）　　



（注）表中の は研究開発期間、 は売上高が計上されていることを示す。 23

　Ｒ＆Ｄ　Ｒ＆Ｄセンターセンターによるビジネス創出実績によるビジネス創出実績とと存在価値　存在価値　

電
子
分
野

電
子
分
野

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

▼ ▼

約70億円
+α

約30億円
+α

・新酵素の開発とモノづくり（高付加価値リン脂質）

・ハーブのローズマリーエキス

・健康食品素材

・食品用乳化剤

・機能性食品素材

研究開発からビジネス創出への流れ 年間売上高
と

存在価値1990年 2000年
分 野

医薬

新酵素

化粧品

・キラル液晶材料

・導電性高分子材料（デナトロン）
電子材料

・医薬・医薬品中間体



・ライフサイエンス分野の技術の蓄積
　（バイオ技術）を他分野へ展開

・独自技術に基づくテーマの創生と
　自社製品の開発

24

ナガセにおけるナガセにおけるＲ＆ＤＲ＆Ｄセンターセンターの役割の変化の役割の変化

開発スタンスの変化開発スタンスの変化

従　来従　来 今 後 さ ら に 強 化今 後 さ ら に 強 化

基本的な位置づけ基本的な位置づけ

　　・技術のソリューション提案によるナガセ主導型ビジネスの拡大

　　・技術開発の中核として ： 製造業の自社製品比率の拡大による　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ内での付加価値最大化

・製造機能の強化につながる技術開発
・製品開発の場としての機能を発揮

・商品技術の評価、調整や
　応用開発

・ユーザーテーマのソリューション

・ライフサイエンスに集中
（医薬分野）
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次世代事業のコア技術に向けて次世代事業のコア技術に向けて ：： ポスト「ポスト「WIT2008WIT2008」」での役割での役割

Ⅰ．次世代事業の創生

Ⅱ．今後のビジネス開発の目利き

アライアンス、M&A等も視野に

R&Dセンター

ライフ
サイエンス事業

バイオテクノロジーバイオテクノロジー の他分野での活用の他分野での活用

“スペシャリティのある特異な技術・情報企業”
としての ナガセの将来へ

“スペシャリティのある特異な技術・情報企業”
としての ナガセの将来へ

「遺伝子組み換えタンパクの工業用途の拡大」

「再生可能資源からの微生物セルファクトリー
　による化成品分野への展開」
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次世代事業のコア技術に向けた布石次世代事業のコア技術に向けた布石

神戸大学「バイオプロダクション次世代農工連携拠点」プロジェクトに参画神戸大学「バイオプロダクション次世代農工連携拠点」プロジェクトに参画

　　 　 ・バイオマス（生物資源）から具体的な製品化を目指す国内初の総合研究拠点

　　　・ 2008年度から10年間で、研究開発額はおよそ130億円※、農工分野では破格の規模
　　　　 ※研究開発の1/2 は独立行政法人化学技術振興機構による

化成品原料・
次世代燃料

化成品原料・
次世代燃料 機能性食品機能性食品

ほか、帝人㈱、三井化学㈱、旭化成ケミカルズ㈱、
　　　　ダイセル化学工業㈱、㈱カネカ、フジッコ㈱、
　　　　月桂冠㈱、コスモ石油㈱、丸善製薬㈱ ら
　　　　全12社が参画

① ② ③ ④

神戸大学
統合バイオリファイナリーセンター

神戸大学
統合バイオリファイナリーセンター

菌体触媒 細胞表層

＜4つの展開分野＞

長瀬産業
（ナガセR&Dセンター）

長瀬産業
（ナガセR&Dセンター）

（08年7月 参加表明）

バイオプラスチック・
バイオ繊維医薬品・農薬



　　http://www.nagase.co.jp　　

　知恵をビジネスにする技術・情報企業　　

当プレゼンテーション資料には、2008年11月20日時点の将来に関する前提・見通し・計画に基づく
予測が含まれています。世界経済・競合状況・為替変動等に関わるリスクや不確定要因により、　
実際の業績が記載の予測と異なる可能性があります。


